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令和６年度 秦野市食育推進委員会（書面会議）内容について 

 

１ 秦野市食育推進委員会の趣旨説明及び正副会長の選任（資料１） 

・当委員会は、食育基本法に基づき、食育推進計画の策定及び推進に関

する協議の場として、秦野市附属機関の設置等に関する条例に基づき、

組織及び運営について必要な事項を定め設置しています。 

・委員の数は１５名以内、任期は２年とし、食育に関わる各機関から御

推薦いただいた委員と公募市民委員により構成されています。 

また、任期内の継続が難しくなった場合には、各機関から後任委員の

御推薦をお願いしています。 

・当委員会は市の関係課により構成している食育推進庁内会議を踏まえ

て開催しています。 

・当委員会開催にあたり、事務局より、会長に森真理委員、副会長に古川

弘子委員を選出します。 

 

２ 議題「第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」の進行管理に

ついて（資料２、資料３及び参考資料１） 

 

当委員会の協議を経て、平成２４年度に「はだの生涯元気プラン」が策定

されました。その後、平成２８年と令和３年の改定を経て、令和３年度より、

「第３次はだの生涯元気プラン」の推進を開始しており、当年度は令和５年

度の評価を行うものです。 

 

(1)「第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）取組状況一覧  

表（資料２） 

この一覧表は関係課等の取組状況を集約したものです。全５４事業と

なっています。 

令和５年度は令和４年度と比較すると、新型感染症拡大防止対策とし

て縮小または中止となっていた事業がより一層実施できるようになりま

した。 

その中で、十分な実績に結びつかなかった事業も見られますが、確実に

目標値の達成に向けて前進した事業がみられます。 
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【基本目標１ からだ】 

乳幼児健診や親子食育推進事業、保育園、こども園、幼稚園、学校等に

おいて家庭における食育の普及啓発等を行いました。成人の食生活の改

善や高齢者のオーラルフレイルや低栄養の予防についても推進を行いま

した。 

【基本目標２ こころ】 

給食やこども食堂、デイサービスでの共食や農業体験を通して食の楽

しさを共有し、食に対する興味や関心を高める取組みを行いました。 

また、地場産物や郷土料理を給食に取り入れ、イベントや教室等を通じ

て伝統行事や食文化への理解や関心を高める取組みを行いました。 

【基本目標３ くらし】 

学校給食における地場産物利用の促進や、登録認定制度や農産物応援

サポーター制度の推進を図り、地産地消を推進しました。また、幼稚園、

こども園、学校やイベントを通して食と環境について考える機会の提供

や、体験を推進する取組みを行いました。さらに、学校においては、食に

関する指導体制充実のためのネットワークを活用して食育の推進を図り

ました。また、食育を担うボランティアの人材育成と活動の支援等も行い

ました。 

 

 

(2)「第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）の目標値の  

達成状況（資料３） 

令和５年度の達成状況について、第３次プランの中間評価を行いまし

た。目標から遠ざかっている項目や横ばいの項目について、要因の洗い出

しを行い、残りの期間で目標達成ができるよう、各課で重点的に取り組み

ます。 

評価指標１５項目（市民Ｗｅｂアンケートにおいて、令和５年度が調査

対象外であった５項目を除く）のうち、計画策定時の値と比較して、令和

５年度の値が目標に向け改善したのは６項目、悪化したのは９項目でし

た。しかし、策定時より悪化した項目でも、昨年度と比較すると目標値に

近づいているものも多く、目標値の達成に向けて推進に努めました。 
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【基本目標１ からだ】 

すべての項目が目標値未達成であり、かつ、３歳児の項目を除いて、策

定時の数値より悪化しています。 

食習慣と生活リズムとは関連性が高く、幼児期の習慣は大人になって

からの習慣の基礎となるため、幼児期からの望ましい食習慣や生活リズ

ムを確立するための継続した取り組みが今後も必要と考えています。 

【基本目標２ こころ】 

すべての項目が目標値未達成ですが、「体験型農業の拡充」においては、

令和４年度と比較して大きく改善されています。  

新しい生活様式に合わせた取組みによって、着実に事業に取組んでき

た成果と考えています。 

【基本目標３ くらし】 

「こども園・中学校での秦野産野菜の使用割合」「可燃ごみ年間排出量」

「小学校給食の残食率」は目標値を達成しています。 

目標から遠ざかった項目が一部ありますが、すでに目標を達成している

項目も多くあります。 

指標１のうち、「給食食材における秦野産野菜の使用割合」については、

隔年で割合を算出しており、令和５年度は、こども園及び中学校において

目標値を達成しました。 

指標２のうち、「小学校給食の残食率」は目標値を達成している一方、

「中学校給食の残食率」については、令和４年度と同様に、目標と実績値

に大きな差があります。配膳やおかわりの方法が学校間で統一されてい

ないことなどが、要因のひとつとして考えられます。引き続き、中学校給

食担当者会議等で配膳方法の情報交換を行うほか、給食だより等を通し

て中学生に必要な栄養量についても発信を行っていく必要があります。  

３ その他（報告） 

食育通信について（参考資料２） 

令和６年度は食育通信の１９号及び２０号を発行し、保育園、こども

園、幼稚園、小中学校を通じて配布をしました。 

また、市の公共施設での配架及び市ホームページへの掲載を行い、ま

た、７月に開催した食育講演会においても配布しました。 

今後も、定期的に食育情報を発信し、広く啓発を行っていきます。 

 



第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査表

基本目標１　楽しく食べて健康なからだをつくります～生涯食育の推進～

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

３歳児 3.6% ０％に近づける 3.6% 3.0% 3.2% （こども家庭支援課）

小学生 6.1% ０％に近づける 6.3% 7.5% 7.30% （教育研究所）

中学生 10.7% ０％に近づける 10.8% 10.4% 12.60% （教育研究所）

２０～３０歳代男性 20.5% １０％以下 ― 17.6% ― （こども家庭支援課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 80% 80% 83% 83% 85%

実績値 76.7% 65.2% 79.5%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 97.8% 97.4% 98.8%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 年2回 年2回 年2回 年2回 年2回

実績値 年2回 年2回 年2回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 ８回 ８回 ８回 ８回 ８回

実績値 ６回 ８回 ８回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 15園 18園 20園 23園 25園

実績値 12園 21園 23園

(

1

)

食
習
慣
の
向
上

評価指標

朝食欠食の割合

基本
施策

事業目標
令和５年度実施状況及び評価

体に合った体重増加量を知っている人の割合

②
認
定
こ
ど
も
園
や
学
校

、
各
事
業
等
に
お
け
る

「
家
庭
に
お
け
る
食
育

」
の
普
及
啓
発

幼児期の発達の基礎となる「早寝・早起き・朝ごは
ん」の生活習慣作りを伝え、子どもの情緒や言葉
の発達を促す食事の役割を知ることで、家庭でも
食育を実践できる意欲を育む。子どもだけでなく、
大人も含めた食生活改善を促すことができるよう、
共食を通じた食生活支援に努める。

・乳幼児健康診査において、配布資料を用いて、生活リズムを見直すことや朝食を食べることの大切さを
伝え、食育の啓発を行った。集団指導は休止し、個別相談のみ実施した。
個別相談回数：145回
・各セミナーにおいて、子どもの情緒、言葉の発達を促す食の役割について伝え、家庭における食育を
実践する意欲を高めるよう努めた。また、離乳食の動画を市公式ＹｏｕＴｕｂｅを活用して公開し、情報を発
信した。
離乳食セミナー：18回　408名、幼児食と歯のセミナー：6回　81名、動画配信回数：1回　総再生回数：
5079回
・食育講演会は「子どもの食を育む～わくわく弁当～」をテーマに3年ぶりに実施した。
・はだの食育通信に市の食育の取り組み等を掲載し、市内幼稚園、こども園、保育所、小中学校等へ配
布して普及啓発を行った。
発行回数2回、発行数各2000枚

課題及び今後の対策（方向性）

子どもの食生活は親の食生活の影響が大き
いため、子どもだけでなく、家庭全体の食生
活についても見直していけるよう周知してい
く必要がある。子どもの食と育児不安の解消
を図り、家庭で楽しく食育ができるように、継
続して支援していく。
離乳食開始について、広く周知を図るため、
４か月健診の参加者全員に、集団栄養指導
を行う。また、7か月健診が医療機関への個
別受診に変更となることに伴い、離乳食セミ
ナー「ステップアップ編」（7～10か月児対象）
を新規導入し、既存のスタート編のセミナー
と合わせて、切れ目なく支援を行っていく。
家庭における食育を実践できるよう、動画作
成を関係団体と協働で行う。

家庭において健康的な食習慣の確立を支援する。 保護者向けの試食会を実施し、学校給食への理解を深めた。また、栄養教諭や栄養士を中心に、地域
の学校給食の特徴やレシピ、食文化を盛り込んだ「給食だより」を発行し、食への興味関心を高めるとと
もに、家庭における食の重要性の認識や生活習慣の改善の啓発を行った。栄養教諭等が中心となって
最新栄養情報等（給食だより）を発信することにより、児童の日常生活の基盤である家庭における食育
に関心が高まった。発行回数年１１回

栄養教諭等と保護者との双方向のやり取り
を行う機会が少ないため、保護者の理解を
求めることが難しい。児童一人ひとりの発達
や家庭環境の違いを把握し、食育指導がで
きるよう、より一層学級担任との連携を図
る。

担当課
主な内容

①
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低出生児体重児の予防や妊娠高血圧症候群、妊
娠糖尿病の予防を目的に、体重増加を適正にコン
トロールするため、自分の体に合った体重増加量
を知っている妊婦を増やす。

妊娠届出時の面接やおめでた家族教室において、適正な体重増加量や産前産後に必要な栄養素な
ど、妊娠期からの食事の大切さについて周知を図った。おめでた家族教室では、料理カードや味噌汁の
塩分測定を通して、数値化することで理解を促した。
おめでた家族教室：30回、参加者延べ441名（うち、妊娠期の食事：8回、参加者66名）

妊娠届出時にパンフレット等を配布し、栄養
のバランスについて周知するとともに、おめ
でた家族教室で、適切な体重増加量と栄養
のバランスについての普及啓発に努める。

こども家庭支援課
・おめでた家族教室の実施
・母子保健コーディネーター等による母子健康手帳
交付時の妊娠面接の実施

実績値

こども家庭支援課

・乳幼児健康診査（４か月児、７か月児、１歳時、２
歳児、３歳６か月児）における栄養教育、栄養相談
の実施
・親子食育事業（離乳食セミナー、幼児食と歯のセ
ミナー）の実施
・食育講演会等における食育の普及啓発
・はだの食育通信の発行

実績値
食育を実践できそうと思った人の割合

園の給食を通して子どもにとっての適正量や味付
け、調理形態などを知らせる。また、乳幼児の食に
関する情報等を提供し、家庭における食育への支
援を行う。

・保護者試食会を実施した。園児の適正量や味付け、調理形態等を知らせたり、レシピを配付して家庭
における食育の啓発を図った。
・給食だよりを配信し、乳幼児期の食習慣や生活習慣に関する情報提供を行った。

給食だよりの掲載内容について、家庭にお
ける食育が推進されるよう、保護者に寄り
添った内容にする必要がある。引き続き、保
育教諭、調理員、栄養士で情報共有を図り、
内容を検討していく。

保育こども園課

認定こども園における普及啓発
・給食だより等の食育情報誌の発行
・給食試食会の開催による保護者への支援

実績値
保護者への給食レシピ配布

学校教育課

学校における普及啓発
・栄養教諭による啓発（給食だよりの発行等）
・給食試食会の開催による給食及び食育の理解促
進 実績値

給食だよりの発行

③
ボ
ン
チ
ー

ヌ
に
よ
る
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子どもたちからその親世代へ、食育キャラクターボ
ンチーヌを活用して、「早寝・早起き・朝ごはん」の
大切さを伝え、実践する意欲を育てる。

市内幼稚園、こども園、保育園の希望園を対象に、親子の食への関心を高めるため、食育キャラクター
ボンチーヌを活用した出前講座を実施し、「早寝・早起き・朝ごはん」に興味や関心を高めることにつな
がった。園児への食育と、保護者向けの食育をそれぞれ希望に応じて実施。
実施数：23園、園児684名、保護者103名

園児、保護者の実践意欲を高め楽しく食育
を進められるよう、引き続き各園と連携し、
普及啓発を図っていく。
感染症対策を取りながら、食育の歌に合わ
せた体操についても再開していく。

こども家庭支援課

・市内幼稚園、保育所、認定こども園等に出向き、
園児や未就園児と保護者へ食育キャラクターを活
用した食育の実施

実績値
食育キャラクターを活用した食育の実施園数

・子育て支援センター「ぽけっと２１」等において、食
育に関する市の刊行物、講座案内等を配布し、普
及啓発に努める。
・子育て支援センターにおいて、食育に関する講座
を開催する。

・食育通信の配布
・食育をテーマとした講座の開催
　ミニミニ講座：8回
・管理栄養士や歯科衛生士を講師とした講座を開催することで、日頃家庭で抱えている食に対する疑問
や不安を解消し、家庭内の食生活の向上を図った。

・引き続き、子育て支援センターにおいて食
育の情報提供を行う。
・子育て支援センターで日頃から利用者の
悩みや不安に耳を傾けながら、保護者が食
に対して抱える内容を講座のテーマに取り
上げることで、家庭内の食生活を向上させ、
親子で楽しみながら食育できるよう支援して
いく。

こども政策課

・子育て支援センター「ぽけっと２１」等への食育の
情報提供等

実績値
食育をテーマとした講座の開催

資料２
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第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査表

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 年45回 年45回 年45回 年45回 年45回

実績値 年45回 年45回 年45回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 - -

実績値 実施 実施 実施

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 - - - - -

実績値 0回（依頼無し） 1回 0回（依頼無し）

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

男性 67.1% 71% 66.7% 66.2% 65.1% （国保年金課）

女性 69.0% 72% 67.4% 67.2% 67.3% （国保年金課）

62.8% 70% ― 58.5% ― （こども家庭支援課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 30% 30% 30%

実績値 － － －

(

1

)

食
習
慣
の
向
上

新型感染症の拡大防止のため、調理実習を中止し、料理カードを用いて、自身の食生活を振り返りなが
ら、望ましい食生活についての講義中心の内容で実施。市公式YouTubeによる料理動画の配信や、市
HPへの簡単レシピの掲載等、若い世代への情報発信を行う。

働く世代や子育て世代に、生活習慣病予防
に関する知識の習得と望ましい食生活の確
立に向けたバランスの良い食事を伝える講
座の提案に努める。
市公式YouTubeによる料理動画の周知とし
て、ぽけっと21等へQRコードを記載したポス
ターの掲示、チラシの配布等を積極的に行っ
ていく。

園児への食育指導

保育こども園課

・認定こども園における園児への食育指導

実績値

食を通じてからだとこころの健やかな育成を図るた
め、食への関心を高め、元気なからだづくりへの理
解を促す食育を実施する。

・各年齢に合わせた食育を実施したが、4～5歳児へは年間計画に基づき栄養士による食育指導を実施
した。
・5歳児を対象に、献立カードを活用した食育を実施し、毎日の給食を通し、園児が楽しみながら食に関
心が持てるよう支援した。

引き続き、栄養士、保育士、調理員の各職
種が連携し、取り組んでいく必要がある。

④
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実

望ましい生活習慣の確立に向けた食育を進める。 ・学校給食を活用した食に関する指導の充実を図るために「食に関する指導」年間計画を作成し、計画に
沿って健康な食生活を営むことができるように、「食べ物と健康とのかかわり」「バランスよい食べ方」等
についての指導を行っている。小学校においては、日常的に給食の指導としてバランスよく食べることに
ついて指導を行った。
・小教研の栄養部会では「給食ができるまで」という動画を作成し、クロムブックを活用して全小学校で視
聴することで関心を得ることができた。

・中学校給食では、生徒向けに食育通信を発行し、地場産の食材や食文化等に触れて理解を深め、関
心を持ってもらう取り組みを行った。その他、給食センターにて保護者試食会を実施し、家庭との連携を
とった。また、小中学校の給食では、毎月「給食だより」を発行し、季節の料理や地場野菜を紹介しなが
ら、栄養の取り方や季節の食材、地域の行事食の由来などを掲載し、家庭で保護者と情報共有できるよ
う取り組んだ。また、栄養教諭を中心としたネットワークを活かし、中学校の給食訪問を実施し、食育の推
進とともに中学校給食の改善について取り組んだ。

・中学校給食が実施され、時間や配膳方法
など課題があるが、生徒や先生方も少しず
つ慣れ、改善策の見通しがもてるようになっ
てきたので、継続して支援していく。
・令和５年度には、栄養教諭を中心とした
ネットワークを活かし、中学校の給食訪問を
実施し、食育の推進とともに中学校給食の
改善について取り組んでいく。

・近年では、冷凍技術の進歩などから手軽
に取れる食品が増え、塩分等の摂り過ぎか
ら生活習慣病の低年齢化が進んでいる。授
業等を通じ、食に対する正しい知識を身に付
け、児童生徒の健やかな成長と、健康の保
持増進を図る。

・学校における給食を通じた食育（食のマナーの向
上等）
・中学校における各教科での食育の推進
・栄養教諭を中心としたネットワーク校への食育支
援

実績値
食に関する指導の実施

学校教育課

健康づくり課

・幼小中ＰＴＡ向け健康講座（食育編）の開催

実績値
講座を希望するPTAへの実施

⑤
働
く
世
代
に
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け
る
食
育
の
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給食を通した地域の健康づくりを推進する。 〇特定給食等指導事業
　社員食堂がある給食施設（事業所）対象19施設に対して実地指導及び講習会を実施した。
・実地指導：秦野市内９施設に実施
・特定給食施設等講習会　１回開催（減塩に関する内容）　参加施設数５施設、参加人数７人
〇栄養改善普及運動
　従業員の健康づくり・食育活動を推進するため、ポスターにて「主食・主菜・副菜をそろえる」ことを普及
した。
・活用給食施設数　７施設　　活用施設の従業員数　3147人

課題：
従業員への健康づくりを実施したいと思って
いる事業所は少ない。

今後の方向性：
実地指導等により、従業員への健康づくりの
有用性について働きかけるとともに、実施し
たい事業所には従業員への健康づくり・食
育活動を支援する。

平塚保健福祉事務所
秦野センター

・社員食堂等の給食施設に対する指導や講習会の
実施等、給食を通じた健康づくりの推進
・事業所給食施設等における食育活動の実施

実績値
事業所給食施設等における食育活動の実施

働き手世代や子育て世代に、生活習慣病予防に関
する知識の習得と望ましい食生活を送る人を増や
す。
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評価指標

体重が適正な人の割合（40～74
歳）

栄養バランスをそろえた食事をする人の割合
（主食・主菜・副菜をそろえた食事をしている人の割合）

基本
施策

事業目標
担当課

主な内容

⑥
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進

食に関する正しい知識と望ましい生活習慣の確立
に向けた食育を進める。

小学校においては、バランスよく食べることについて指導を行った。食生活や睡眠などの基本的な生活
習慣を形成するため、学級活動で学年ごとにテーマを決めて、食に関する指導を行った。米の食べ比べ
により、収穫した米と給食に出てくる米を比較するなど、総合・社会・学活の教科において横断的な学び
を実践することができた。中学校においては、自らの健康を考えて、好き嫌いなく食べる態度の育成を目
指してきたが、体格さや生活習慣から、課題がある。

各校の食育の実績について数値で表すことは難しいが、「食に関する指導実施状況調査」をもとに、各校
の状況を把握し、秦野市食育担当者会議（各校の食育担当教諭・栄養教諭等が参加）において、食に関
する指導の充実にむけて、各校の実践や課題にむけて共有し、指導計画や実績につないでいく。

食に対する意識を高めるとともに、生活に結
びつけた食習慣の形成を図る必要がある。
地場産物を取り入れた献立紹介や総合・社
会・学活等と横断的に教科学習で取り扱い、
授業実践をしていく。

学校教育課

・食に関する指導の充実

実績値
食に関する指導計画の作成

児童生徒の健康状態について、児童生徒自身やそ
の保護者に正しく認識してもらい、必要に応じて生
活習慣の改善を促す。

小学4年生及び中学2年生の保護者に対し、学校を通じて小児生活習慣病対策啓発パンフレットの配付
を行った。なお、コロナウイルス感染症による医療ひっ迫回避のため、学校医等からの直接の指示を除
き令和2年度から過体重度（※）が＋30％以上の者の保護者に対する医療機関への受診勧奨は実施し
ていない。

※　実測体重が、基準体重より30％以上多いこと
　　過体重度＝（実測体重-標準体重）/標準体重＊100

【課題】児童生徒の健康状態について、児童
生徒自身やその保護者に正しく認識してもら
うために、内容を工夫しながら引き続き小児
生活習慣病対策の啓発を行う必要がある。

【対策】引き続き学校と連携し、小児生活習
慣病対策の啓発を行う。

学校教育課

・児童、生徒の過体重とやせ対策

実績値
受診率

令和５年度実施状況及び評価 課題及び今後の対策（方向性）
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第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査表

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 5回 5回 5回 5回 5回

実績値 5回 5回 5回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 年6回 年6回 年6回 年6回 年6回

実績値 年5回 年4回 年5回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 5.8% 5.9% 6.0% 6.1% 6.2%

実績値 2.7% 3.5% 6.3%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100%

実績値 98% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 950人 1,000人 1,000人 1,000人 1,000人

実績値 426人 756人 868人

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 97.8% 97.4%
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⑦
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食生活改善や身体活動の増加、休養の必要性を
含めた、総合的な健康教育を実施し、具体的で実
践的な支援を行う。
また、健康状態を把握できるよう地域を巡回し、健
康意識の向上及び健康診査等の受診率の向上を
図る。

健診結果等に基づき、市民が自分自身の健康状
態に合わせた生活習慣改善に取り組むことができ
るように、特定保健指導における食支援や健康教
育を実施する。

⑧
良
く
噛
ん
で
味
わ

っ
て
食
べ
る
こ
と
の
普
及
啓
発

1　特定保健指導における食支援
　初回面接実施者数106人
　（内訳：積極的支援16人、動機付け支援90人）

2　今日からはじめる！血管イキイキ食活のすすめ講座
　生活習慣病の予防と改善を目的に、望ましい食生活の実施方法を学ぶことで、メタボリックシンドロー
ム及び
生活習慣病に関する知識の向上と健康的な生活習慣の確立を図ることを目的に講座を実施している。
　令和5年度は教室回数6回を予定していたが、年度末に人員不足の為、開催を見送ったことにより5回
の実施となった。前年度は教室開催回数は4回であったが、参加人数はあまり変わらなかった。
　対象者：特定健康診査及び人間ドック受診者
　実施回数：教室開催5回
　延べ参加人数：40人（前年実績41人）
　（うち特定保健指導対象者25人）

【課題】
・体重が適正な人の割合を増加させることを
目標としているが、計画策定時よりも減少傾
向にあり、正常なBMIの割合を増やすことが
課題となる。
・特定保健指導への参加者を増やし、確実
な改善を目指す。
・血管イキイキ食活のすすめ講座では、「メタ
ボ」という名称に抵抗を示す参加者もおり、
適正なエネルギー摂取を心掛けるよりも野
菜を多く摂る等の取り組みに留まる参加者
が多く見受けられる。また、調理の実践に活
かせる内容が乏しい。
【対策】
・特定保健指導では、参加しやすい開催時
期、場所、参加者の興味を引くインセンティ
ブ等を随時、検討し、参加者増加を図る。
・血管イキイキ食活のすすめでは、講座内容
を充実させることで、参加者の満足度を高め
るとともに、病態編と連携しながら食生活改
善につなげられるように進めていく。今年度4
回開催のうち、2回は従来通り血管年齢測定
とし、2回は調理のデモンストレーション及び
試食を実施予定。

国保年金課

・生活習慣病予防のための特定健康診査、事後の
結果説明会、栄養相談の実施
・生活習慣病（メタボリックシンドローム）予防対策
事業（スリムアップ食事バランス講座等）の実施 実績値

血管イキイキ食活のすすめ講座

1　今日からはじめる！血管イキイキ食活のすすめ
　令和元年度まで、生活習慣病の重症化予防を目的に「生活習慣病予防のためのクッキングセミナー」
を実施していたが、新型感染症拡大防止のため、調理実習を中止し、血管年齢測定と管理栄養士による
講話を中心とした講座に変更。血管年齢測定のほか、テーマ別献立のデモンストレーション及びその試
食により、家庭での実践につながるよう、生活習慣病を予防・改善するための食生活について支援した。
・対象者　一般市民　　・実施回数　年6回　　・延べ参加人数　59名

2　健康バス
東海大学が保有する測定機器を活用し、骨密度や血圧、体組成等の測定を実施し、その測定結果に基
づき、説明及び保健指導を行った。併せて特定健康診査や市民健康診査の未受診者には受診勧奨を
行い、市民の健康意識の向上を図った。
・実施回数　年5回　　・延べ参加人数187名

3　健康相談会
　生涯を通じた健康の保持増進のため、市内未病センター３か所及び民間の未病センター２か所におい
て、未病改善の基本である「食」「運動」「社会参加」の3つの取組の推進を図った。
・実施回数　年９回　　・延べ参加人数　1２９名

例年参加者の少ないテーマが、令和５年度
は定員に達する申込があったため、講話内
容だけでなく開催時期についても併せて検
討していく。
令和２年度から開始し、講話内容や測定内
容に偏りが生じてきている。新たなテーマ及
び測定内容を追加し、参加者の獲得、受講
後の実践に繋げていく。
また、若い世代の健康意識及び健診等の受
診率向上のため、効果的な啓発と個人に合
わせた支援を行っていく。

健康づくり課

・生活習慣病予防対策事業（生活習慣病予防のた
めのクッキングセミナー等）の実施
・東海大学との協働による健康バス事業等、健康
測定会（健康相談）の実施 実績値

健康バス　実施回数

【課題】
現在巡回指導を行っている学年に加え、小
学校6年生や中学校1年～3年生へ歯の健康
に関する意識づけを行う。
【対策】
巡回による正しい知識の啓発に加え、学校・
園での歯みがきの習慣化が必要。

・幼稚園、認定こども園、小学校での歯科巡回指導

実績値
学校等への巡回指導の実施率

歯周病の早期発見・早期治療につなげる。
口腔意識及び健康意識の向上につながるよう口腔
ケアに関する普及啓発を実施していく。

歯周疾患による口腔機能の低下を予防するために、対象年齢の市民に受診券を送付し、歯周病検診を
実施した。令和５年度は対象年齢の検診未受診者に対して勧奨はがきを送付することで、受診率が向上
した。

歯と口の健康週間の口腔ケア講演会を６月、口腔がん検診を２月に開催した。また、国保加入者ヘ送付
する特定健診リーフレットにオーラルケア講座等のイベントちらしを封入し、普及啓発に努めた。

歯周病検診の効果的な周知方法について、
秦野伊勢原歯科医師会と検討し、受診率の
向上を図っていく。
令和６年度から検診対象者に20歳、30歳が
追加となることから、若い世代の受診率の向
上を図るため、勧奨勧奨の方法を工夫して
いく。
講演会については、参加者の増加を図るた
め、周知方法を歯科医師会と相談して決定
する。

健康づくり課

・歯周病検診事業の実施
・歯と口の健康週間における口腔ケア講演会等の
実施による普及啓発

実績値
歯周病検診受診率

学校教育課
保育こども園

児童生徒の健康状態について、児童生徒自身やそ
の保護者に正しく認識してもらい、必要に応じて生
活習慣の改善を促す。

虫歯や歯周病予防など、子どもたちの「歯からの健康づくり」のため、歯科衛生士による巡回指導を行っ
た。
【小学校13校】
スライドショーにより、児童の発達段階に応じた歯に関する知識・技能が身につくよう指導した。
小学校給食では、「歯と口の健康週間」を意識し、噛む回数が増えるような食材、カルシウムを多く含む
食材を献立に取り入れて実施した。
【幼稚園7園、こども園5園】
・DVDにより歯磨きの大切さを指導し、顎模型に塗布した人工歯垢が、歯磨きで落ちる様子を確認させ、
磨き方を指導した。（4歳児　7クラス・114人/5歳児　17クラス・293名）

適切な口腔清掃と健口体操の普及啓発により、高
齢者の口腔に対する関心を高め、オーラルフレイ
ルを予防する。

〇通いの場、公民館等の地域へ出向いて口腔ケアに関する講座を実施し、オーラルフレイルやフレイル
予防の周知を図り普及啓発に努めた。
・「フレイル予防で健康長寿」　2会場　延32人
・出前講座　50回　延784人（地域からの依頼10回274人、自主事業9回139人、ミニデイサービス8回106
人、さわやか体操実施団体23回265人）

〇高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業として、後期高齢者健診受診者のうち低栄養者に対
し、口腔環境の改善についての内容も取り入れ、口の健康から体の健康につながるよう、個別支援を
行った。
・後期高齢者健診低栄養フォロー支援(口腔支援含む）　延17人

〇介護予防・日常生活支援総合事業の一つとして、口腔機能及び栄養に関する課題の改善や状態悪化
の予防のため、地域高齢者支援センターと連携し、管理栄養士や歯科衛生士による訪問支援を強化し、
要介護状態への移行を予防する支援を行った。
・「おいしく食べよう歯っぴー訪問（訪問C）」　口腔訪問件数：延35人

オーラルフレイルの認知をさらに普及する必
要がある。高齢になってもよく噛んで味わっ
て食べることができるよう、オーラルフレイル
の予防について普及啓発の更なる充実を図
る。
今後も地域高齢者支援センター等と連携し、
個別の状況に合わせて支援を行う。

高齢介護課

・８０２０運動の推進
・オーラルフレイル予防のための出前講座及び予
防教室の実施
・フレイルチェック事業の実施
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
における低栄養防止支援の実施
・介護予防・日常生活支援総合事業（短期集中C）

実績値

口腔に関する講座の延参加者数

子供の食べる意欲、身体、情緒、言葉の発達を促
す食事の大切さを伝える。食べることから虫歯予防
を啓発し、食事を含めた生活習慣の大切さを伝え
る。

妊娠届出時の面接において、口腔内を健康に保つことの重要性について普及啓発し、妊婦歯科健診の
受診について周知した。
乳幼児健診や幼児食と歯のセミナーにおいて、生活リズムと食事のリズムを整えることの大切さ、発達
の関係性を伝え、家庭での「早寝、早起き、朝ごはん」の生活習慣づくりと、食を通じたむし歯予防、歯磨
きの方法を啓発した。感染症拡大防止のため、乳幼児健診での集団指導及びセミナーでの試食の提供
は休止した。
幼児食と歯のセミナー：6回　81名

子どもだけでなく、大人も含めた生活習慣の
改善を促すことができるよう、朝食の喫食を
はじめとした家庭での食育を継続して支援す
る。セミナーに申込しやすいよう、健診での
周知を継続する。
感染症対策を行いながら、セミナー内での幼
児食の試食を再開していく。

こども家庭支援課
・妊婦歯科検診事業の実施
・乳幼児健診委おける歯科指導（７か月児、１歳６
か月児、２歳児）、幼児食と歯のセミナーの実施

実績値
自宅で虫歯予防を実践できそうと思った人の割合

3



第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査表

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 950人 1,000人 1,000人 1,000人 1,000人

実績値 455人 706人 858人

(

２

)

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

⑨
高
齢
者
の
低
栄
養
の
予
防
に

向
け
た
食
育
の
推
進

高齢者の低栄養予防を重点に高齢期に適した食
事について広く普及啓発していく。

〇通いの場、公民館等の地域へ出向いて低栄養とフレイルに関する講座を実施し、低栄養予防やフレイ
ル予防の周知を図り普及啓発に努めた。
・「フレイル予防で健康長寿」　2会場　延32人
・出前講座　50回　延745人（地域からの依頼11回244人、自主事業7回115人、ミニデイサービス9回123
人、さわやか体操実施団体23回263人）

〇高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業として、後期高齢者健診受診者のうち低栄養者に対
し、口腔環境の改善についての内容も取り入れ、口の健康から体の健康につながるよう、個別支援を
行った。
・後期高齢者健診低栄養フォロー支援(口腔支援含む）　延53人

〇介護予防・日常生活支援総合事業の一つとして、口腔機能及び栄養に関する課題の改善や状態悪化
の予防のため、地域高齢者支援センターと連携し、管理栄養士や歯科衛生士による訪問支援を強化し、
要介護状態への移行を予防する支援を行った。
・「おいしく食べよう歯っぴー訪問（訪問C）」　口腔訪問件数：延28人

適切な栄養習慣が身に付くよう、低栄養予
防やフレイル予防について普及啓発の更な
る充実を図る。
今後も地域高齢者支援センター等と連携し、
個別の状況に合わせて支援を行う。

高齢介護課

・高齢者の低栄養予防のための出前講座及び予
防教室の実施
・フレイルチェック事業の実施
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
における低栄養防止支援の実施
・介護予防・日常生活支援総合事業（短期集中C）

実績値
栄養に関する講座の延参加者数
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第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査表

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

60% 65% ― 52.3% ― （こども家庭支援課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 - -

実績値 4回 10回 11回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 1回 2回 2回 2回 2回

実績値 0回 2回 2回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 70% 70% 80%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 33% - 40% - 50%

実績値
小学校：30.2％
中学校：37.7％

-
小学校：23.6％
中学校：52.7％

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 4,500 4,600 4,700 4,800 4,900

実績値 4,452 1,972 2,354

(

3

)

食
の
安
全
に
対
す
る
理
解
の
促
進

評価指標

食品を選ぶとき、安全性を意識して購入する人の割合

基本
施策

事業目標
実施状況及び評価

消費者に対する適正な食品情報の提供及び提供された情報の活用の普及啓発

⑪
食
の
安
全
に
関
す
る
知
識
の
普
及

「食品事故」「食中毒」「輸入食品」「加工食品」等、
食の安全に関する課題は様々であり、時代の変遷
とともにその課題も少しずつ様変わりしていること
から、消費者が正しい知識で食品を選ぶことができ
るよう、講座や啓発活動により周知を図る。

・消費者月間（５月）でのリーフレット配布
・市民の日啓発ブースでのリーフレットの配布

⑫
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
食
育
の
推
進

生産者と消費者との交流を通して、地場産野菜と
本市の農業への理解を深め、地産地消を図るとと
もに、健康的な食生活の実現に向けた支援により
生活習慣病の予防につなげる。

1　はだの野菜ヘルシー料理講座
　地産地消の推進と生活習慣病予防を目的として、生産者講師から野菜に関する情報提供と、地場産野
菜を使用した食事（1食約500kcal、塩分2.3g未満）の調理実習を行う講座を実施。新型感染症対策のた
め、令和２年度から令和４年度まで休止していたが、令和５年度は各地域での普及を図るため、通常版
と地域版を組み合わせて実施した。・実施回数　2回　・延べ参加者数　14人

2　SNSを活用した料理動画配信
　自宅にいても健康的な食生活を実践するための支援として、市公式YouTubeを活用し、料理動画を配
信した。野菜を中心とした電子レンジで簡単に調理できるメニュー等で、実践しやすい内容になるよう努
めた。
・配信数　6回　　・動画総再生回数　2,354回

参加者からの講座満足度は高かったもの
の、想定よりも参加者が少なかったことか
ら、実施会場の選定に留意し、周知期間を
十分にとるよう努める。また、新しい生活様
式として、地場産野菜を使用したメニューで
の動画配信等により、地産地消の推進にも
つなげていく。

課題及び今後の対策（方向性）

平塚保健福祉事務所
秦野センター

・県ホームページによる食の安全に関する知識の
普及
・食中毒予防キャンペーン
・食品衛生講習会の開催

⑩
栄
養
成
分
表
示
の
適
正
化
の
推

進

消費者に対する適正な食品情報の提供及び提供
された情報の活用を目指して実施する。

・栄養表示等普及啓発及び活用推進事業
対面での講話や動画上映、社内報を活用し、消費者等に対し適正な食品情報の活用のため食品表示法
の栄養成分表示等について普及啓発を行った。
また、食品事業者へ栄養成分表示等、個別相談・指導を行った。
【普及啓発講習会等】消費者等に対する普及啓発：11回 1374人
【個別相談・指導】食品関連事業者に対する相談・指導：7件12回、消費者からの相談：0件0回

【課題】
少しずつ機会が増えてきたが消費者に対す
る普及啓発の機会が少ない。

【今後の対策】
消費者へ直接対応する事業の際には、可能
な限り栄養成分表示の活用を盛り込む。 平塚保健福祉事務所

秦野センター
・栄養成分表示等の活用
・栄養成分表示等の普及啓発（食品の適正な栄養
成分表示の推進講習会等）

実績値

実績値
県民等に対する食の安全に関する知識の普及事業の実施

・社会情勢や状況に応じて、講座や啓発の
内容を変えるなど、周知の工夫を図る。
・啓発講座を実施し、周知の機会を増やす。

市民相談人権課

・親子消費者教室、消費生活相談等食の安全に関
する知識の普及

実績値
食の安全に関する講座及び啓発の実施回数

県民等に対する食の安全に関する知識の普及 ・県ホームページによる食の安全に関する情報の提供
・食中毒予防月間（7月～8月）でのリーフレット配布（約5300部）
・食中毒予防街頭キャンペーンは、8月に2日間実施。
・食品衛生講習会の実施：17回　　1589名
　※eラーニングでの受講：283名

・食の安全に関する正しい知識を普及するた
め、引き続き啓発を行う必要がある。

担当課
主な内容

農業振興課
学校教育課

・学校給食における地場産物の導入

実績値

学校給食における地場産物を使用する割合

給食における地場農産物の活用を図るため、学校
給食関係者と生産者との交流を促進する。

・小学校給食における地場産農産物の導入
秦野産農産物の供給団体（農協、東地区農産物直売研究所、丹沢秦野観光農業研究会、峠営農組合）
と連携し、学校給食への新鮮な地場農産物の使用拡大を図った。

・中学校給食では、秦野市農業協同組合と協定を締結し、地場産物の活用を促進した。また、献立の年
間計画を事前に示すことで使用品目や使用量の確保を依頼した。さらに、ＪＡはだのの担当者や給食調
理受注業者を交え、作物の規格や種類の取り扱いについて定期的に話し合いの機会を設け、ＪＡはだの
の担当者を通じ、市内生産者に作付けや新規生産等の協力をいただけるよう依頼した。
小学校給食では、地域生産者組合や市内商業者を通じて季節に応じた地場産の確保を依頼した。

なお、地場産物の使用する割合は段階的に上げていくため、隔年で割合をだすものである。

・引き続き供給団体と連携を取りながら地場
産農産物の使用拡大を図っていく。

・打合せを定期的に行うほか、担当者を通じ
て生産者に作付けを依頼し、引き続き地場
産物の活用促進に努める。

健康づくり課

・地産地消推進事業（はだの野菜ヘルシー料理講
座等）の実施

実績値
料理動画　総再生回数（各年）
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第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査票

基本目標２　食を大切にし、豊かなこころを育みます～共食によるコミュニケーションの推進～

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

98% 100％に近づける 98% 98% 96% （こども家庭支援課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 12回 12回 12回 12回 12回

実績値 12回 12回 12回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値
小、中学校：100%
こども園：100%

小、中学校：100%
こども園：100%

小、中学校：100%
こども園：100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 44回 44回 55回 55回 55回

実績値 9回 96回 104回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 1,700 1,900 2,100 2,100 2,100

実績値 1,791 4,713 4,610

高齢介護課

・市民主体によるデイサービスなど、介護予防事業
における交流の実施

実績値

こども政策課

事業目標
令和５年度実施状況及び評価 課題及び今後の対策（方向性） 担当課

主な内容

引き続き「みんなの食堂」等の運営団体を支
援し、事業の継続を推進するとともに、活動
を周知していく。

・「みんなの食堂」等の開催
　開催団体：5団体　開催回数：104回　参加者：2,163人　ボランティア：790人
・公共施設を利用して安定した「食堂」を開催できるよう、施設を手配した。
・年齢に関わらず地域のあらゆる世代の人が集まり、共に食事をすることで、食への関心を高める事が
できた。
・寄附を受けた地場野菜等を食材として活用することにより、地産地消の意義を学んだ。

みんなの食堂開催回数
実績値

・市民団体が実施する「みんなの食堂」等の事業の
支援

住民主体型通所サービスの延べ利用件数

住民主体によるデイサービス事業を実施する団体
に補助することにより、高齢者の引きこもりを予防
し、ひとり暮らし高齢者であっても、誰かと食事をす
る機会を失わないようにする。

住民主体によるデイサービス事業を実施する団体に対し、補助することで、共食を通じたコミュニケーショ
ンを促進することができた。
　・補助団体数：8団体
　・補助額：630,461円

各地域高齢者支援センター等と連携し、通
いの場を必要とする高齢者が利用できるよ
う努める。

・市管理栄養士が勧める食育事業やこども園等の給食メニューを、毎月19日の食育の日に合わせて、全
庁的連絡事項掲示板及びホームページに掲示し、食育の日の周知を行った。
ホームページのアクセス件数
毎月19日は食育の日「家族そろって食べようDAY!」　303回/年
市管理栄養士からのおすすめヘルシーレシピ　5,871回/年

・食育の日の周知啓発のため、秦野市食育キャラクター「ボンチーヌ」を起用したポスターを掲示した。給
食指導等においても「ボンチーヌ」を活用し、子どもたちの食に対する興味関心を高めた。
食育の日のポスター掲示率　100％

・市立認定こども園では、給食だより等を通して保護者へ食の情報を発信し、家庭での食育の啓発を
行った。

・のぼり旗の掲示や活用による各学校等の
取り組みを支援し、引き続き、市民への周知
を行う。

・ボンチーヌのポスターをきっかけに、食に
関する意識を更に高める。ポスターに食材
の情報などを載せ、食に関する様々なことに
対して関心を高める。 こども家庭支援課

教育指導課
保育こども園課

・「毎月19日は秦野市民の食育の日、家族そろって
食べようＤＡＹ！」の普及啓発
・食育月間における家族団らん共食の推進
・庁内ポータルサイト掲示板およびホームページで
の食育の普及啓発

実績値
庁内掲示及びホームページ掲載数

・農作物の栽培、収穫体験を通し、食への関心を高
める。

・日々の給食においては保育士や他の園児等と、
また、給食試食会においては保護者等と食事を共
にし、食べる楽しさを味わうとともに、食事のマナー
等を知らせる。

・夏野菜等の栽培や収穫活動を通じて食に対する興味や関心を深める活動を行った。本の内容とリンク
させた献立を作ることで、お話の紹介とともに献立（コロッケ）への関心が増した。外にも、季節にちなん
だ行事食を献立に取り入れると児童が喜び、レシピを家庭に紹介するなど、献立の工夫から、子供たち
の食への関心が高まった。

・給食試食会を実施した。
・調理保育における園児同士や保育士とのコミュニケーションをとおして、食べ物の大切さやありがたみ
を共有し、食べ物への感謝の気持ちを育んだ。

・食の全体計画の中で、取り入れていく活動
を考え、学校全体で食に対する関心を高め
ていく。

・引き続き、給食試食会や調理保育を安全
に配慮し実施していく。

教育指導課
保育こども園課

・体験給食等における異年齢児交流の促進
・給食試食会における保護者等との交流の促進

実績値

・小学校、中学校における農作物の栽培、収穫体験の実施
・公立認定こども園における年長児の調理保育の実施

基本
施策

(

1

)

食
を
通
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
確
保

評価指標

１日に1回以上、家族の誰かと食事をするようにしている人
の割合

「毎月19日は秦野市民の食育の日、家族そろって
食べようDAY!」を広め、共食によるコミュニケーショ
ンを推進し、食べることの大切さや楽しさを普及啓
発する。

・毎月19日は食育の日であることを周知し、食への
関心を高める。

・地域における「共食」の機会として有効な「みんな
の食堂」等の運営団体を支援する。
・公共施設を利用して開催する団体へ、場所を提
供する。
・市民等からの食材等の寄附の申し出を運営団体
へ繋げる。

①
食
育
の
日
の
啓
発
活
動
の
推
進

②
給
食

（
共
食

）
を
通
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
促
進



第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査票

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

344区画 375区画 121区画 103区画 174区画 （農業振興課）

26.8% 40% 33% 38% 35% （こども家庭支援課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 375区画 375区画 375区画 375区画 375区画

実績値 121区画 103区画 174区画

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 ― ― ― ― ―

実績値 485人 376人 401人

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 20組 20組 20組 20組 20組

実績値 20組 20組 20組

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 375区画 375区画 375区画 375区画 375区画

実績値 121区画 103区画 174区画

農業振興課

令和５年度実施状況及び評価 課題及び今後の対策（方向性） 担当課
主な内容

評価指標

体験型農業の拡充（観光農業など体験型農業の参加区画
数）

食に関する体験活動に参加したことがある人の割合

農業振興課

・幼稚園、保育所、認定こども園児を対象とした食
の体験活動の促進
・生産者グループ協力による「親子地場産野菜教
室（教育ファーム）」等の実施
・市内企業と地域との連携による食育

実績値
親子地場産野菜教室参加親子組数

⑤
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
食
の

体
験
活
動
の
促
進

⑥
観
光
農
業
な
ど
体
験
型
農
業
の

推
進

ふれあい農園(三本松)を開設し、作付けから収穫までの事業により地域の幼稚園、保育園児等と交流を
図り、高齢者の生きがいづくりを推進した。

【課題】
参加する高齢者が高齢化により減少し、後
継者が育っていない。

【対策】
各老人クラブへ声掛けを行い、参加を募集
する。

・農業者団体による「農園ハイク」開催への支援を実施した。
　上地区農園ハイク：118組288名
　東地区農園ハイク：26組61名
　丹沢秦野農園ハイク：43組127名
・観光農業や農作物の収穫体験事業の利用促進を実施した。
　ブルーベリー摘み取り、落花生・サツマイモ掘り取り、イチゴ狩りを市内外へ向けてPR
・JAはだの（はだの農業満喫クラブ）による収穫体験、オーナー制度を実施した。
　収穫体験：タケノコ・ジャガイモ・落花生・サツマイモ・青パパイヤ・えだまめ・ミカン・湘南ゴールド
　オーナー制度：サツマイモ・田んぼ・落花生・タマネギ

【課題】
・実施団体の財政的独立
【対策】
・新たな財源の確保をしつつ、市の補助金な
しでも自立できる事業になるよう検討する。

・幼稚園における農業体験活動の促進
・小学校、中学校における農業等体験活動の促進
と調理の実施

実績値
地域の保育園幼稚園児との交流

収穫体験を通して食への関心が高まり、苦手な食材を食べたり、残さず食べる気持ちが育まれるような
指導をしてきた。地場産物の野菜で給食の献立紹介をして関心を高める、また、地域の農家との交流か
ら、野菜に直接触れたことで、食べ物に感謝する心を育てることができた。

・観光農業・体験型農業の実施
・農産物の生産者等と市民との交流

実績値
体験型農業の拡充（観光農業など体験型農業の参加区画数）

親子地場産野菜教室及びはだの市民農業塾は、
継続的に実施する。

・作物の植え付けや管理、収穫及び調理まで体験する「親子地場産野菜教室」を実施。親子２０組が参
加。
・令和４年度に引き続き、応募チラシを市内小学校や中学校に配布を行い参加者を募った。

【課題】
令和５年度も定員２０組に達し、当日は農業
協同組合の駐車場を借りていたが、車の誘
導やＡＴＭ利用者の妨げにならないよう、今
後も対応する必要がある。
【対策】
スタッフの配置等を十分検討し、引き続き、
車の誘導を行う。

・ふれあい農園事業の実施

資材の補充や積極的な広報活動によって、体験型
農業の一層の利用促進を図る。

・体験型農業の利用促進

高齢介護課

・農業者団体による「農園ハイク」開催への支援を実施した。
　上地区農園ハイク：118組288名
　東地区農園ハイク：26組61名
　丹沢秦野農園ハイク：43組127名
・観光農業や農作物の収穫体験事業の利用促進を実施した。
　ブルーベリー摘み取り、落花生・サツマイモ掘り取り、イチゴ狩りを市内外へ向けてPR
・JAはだの（はだの農業満喫クラブ）による収穫体験、オーナー制度を実施した。
　収穫体験：タケノコ・ジャガイモ・落花生・サツマイモ・青パパイヤ・えだまめ・ミカン・湘南ゴールド
　オーナー制度：サツマイモ・田んぼ・落花生・タマネギ

【課題】
・実施団体の財政的独立
【対策】
・新たな財源の確保をしつつ、市の補助金な
しでも自立できる事業になるよう検討する。

農業振興課

実績値
体験型農業の拡充（観光農業など体験型農業の参加区画数）

・地域の農業生産者の協力を得て、園児が米やさつまいも等の苗の植え付けや収穫を行ったり、梅やみ
かん等の収穫を行った。また、園庭の畑やプランターに、ピーマンやミニトマト、ナス等の苗を植え、栽培
し収穫した。栽培、収穫、喫食といった一連の食農体験をとおして、食べ物への関心を高め、感謝の気持
ちを育むとともに、食べる意欲や食べ物を大切にする気持ちを育み、残食を減らす意識を高められるよう
にした。さらに、これらの収穫物を家にも持ち帰り、農業体験を通じて親子のコミュニケーションや家庭で
の食育を図れるよう支援した。
・園児一人ひとりで作業が可能なおにぎり作りやスイートポテト作りなどの調理保育を実施し、日々の食
事が出来上がるまでの過程を学ぶ機会とした。

引き続き、農業生産者等の協力を得なが
ら、栽培・収穫体験等の充実を図る。

保育こども園課

・認定こども園における栽培活動や調理保育の実
施

実績値
収穫体験等の実施

・食の全体計画とともに、収穫体験や栽培活
動等、学校全体で食に対する関心を高め、
継続的に実施していく。

学校教育課

実績値
体験活動の充実

作物の栽培、収穫を通して自然の恵みや収穫の喜
びを体験し、食への関心や食べる意欲を高める。

資材の補充や積極的な広報活動によって、体験型
農業の一層の利用促進を図る。

③
家
庭
に
お
け
る
食
農
体
験
の
推
進

(

２

）
食
に
関
す
る
様
々
な
体
験
の
充
実

　ふれあい農園事業を実施により、高齢者の知識
と経験した生産事業に参加すること、高齢者相互
及び園児との交流を深め、高齢者の生きがいの高
揚を高める。

豊かな心を育むため、各園、校において農作別の
栽培、収穫などの体験活動の充実を図る。

事業目標

④
幼
稚
園

、
認
定
こ
ど
も
園

、
小
学
校

、
中
学
校
の
農
業
体
験
等
の
促
進

基本
施策



第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査票

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

67% 80% ― 70% ― （こども家庭支援課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 ― ― ― ― ―

実績値 0% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 年12回 年12回 年12回 年12回 年12回

実績値 年12回 年12回 年12回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値
・28教室
・44教室

・33教室
・31教室

・33教室
・31教室

・33教室
・31教室

実績値
・21教室
・22教室

・21教室
・33教室

・27教室
・38教室

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 3回 3回 3回 3回 3回

実績値 0 3回 3回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 － － － － －

実績値 488点 438点 138点

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 10 10 10 10 10

実績値 0 0 0

農業振興課

・地産地消月間の実施

市民ボランティアと、小学校や中学校、農政、商工
分野、秦野センター、食育事業者との連携による事
業の実施ができる。
地場農産物の消費拡大、地産地消の意識の高揚
を目的に食農等についての理解促進を図る。

秦野市食生活改善推進団体が主催するアイディア料理コンテストについて、企画支援、広報ＰＲや関係
部署等との協働により事業の推進を支援した。今年度から児童・生徒の調理及び試食を伴う最終審査を
再開し、表彰式まで同日に実施した。（審査員の試食は黙食で実施。）
第14回アイディア料理コンテスト応募作品数：138点、うち6点入賞

引き続き、各分野と連携し、活動の支援を行
う。食への関心を高められるよう、事業や作
品等の周知を行う。

こども家庭支援課
農業振興課

・アイディア料理コンテスト等の実施支援（郷土料理
等の普及啓発）

実績値
アイディア料理コンテスト応募作品数

実績値
アイディア料理コンテスト参加店舗数

はだの産農産物応援サポーター登録店50店舗を
目標に事業の充実を図る。

令和５年度のアイディア料理コンテストは書類審査、調理審査ともに実施し通常通りの開催ができた。
地産地消月間を通年にし、年間を通して幅広く対応できるように取り組んだ。

【課題】
年間を通して、はだの産農産物応援サポー
ター登録店にレシピを提供し、市内で地産地
消消費拡大を促進する必要がある。
【対策】
はだの産農産物応援サポーターに登録され
ている飲食店に地産地消年間の事業概要を
改めて説明し、取り扱い店舗数を拡大してい
く。

評価指標

担当課
主な内容

同郷の方々で組織された各県人会が出身地の特産品や料理を提供することで、郷土料理や食文化の
継承を通して、市民との交流を図った。
・秦野たばこ祭に８県人会が出店
・秦野市市民の日に１１県人会が出店
・県人会フェア出店に１２県人会が出店

特産品等の販売やイベントの開催により積
極的に市民との交流を図っていく。

市民活動支援課

・県人会活動の支援

実績値
特産品の販売回数（事務局把握分）

実績値

教育研究所
学校教育課

・農業生産者等の協力による食育活動の実施
・JAはだの女性部の協力による、ふるさと料理教室
の実施等幼稚園における郷土料理作り等の推進

実績値
農業生産者等の協力による食育活動

郷土料理、名産品や伝統行事の関わる料理教室
を開催するとともに、季節のイベントに合わせた料
理教室や「男の料理」、「親子料理教室」など多様
な事業を実施する。

豊かな自然が残る上地区や大根地区の郷土料理「ふるさとの料理教室」、有機栽培で育てた秦野特産
のそばを使った「そば打ち教室」や伝統行事である「どんど焼きだんご作り」や「飾り寿司作り」など27教
室（延べ311人参加）を実施した。
　また、郷土料理等以外についても、「かんたん料理教室」や男性を対象とした「男の料理教室」や子ども
向けの「子ども料理教室」、親子で食育を考える「夏休み親子料理教室」等、38教室（延べ352人参加）を
実施した。

【課題】
ボランティア講師の継続的な確保や教室名
のタイトルやメニュー、参加者の増における
工夫・検討について
【対策】
メニューの工夫・検討についてはボランティ
ア講師と連携を取り、工夫していく。

生涯学習課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・郷土料理等の教室開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・郷土料理以外の料理教室の開催

伝統行事や文化に触れ、郷土料理を知らせる。 市立認定こども園の毎月の給食献立に、伝統行事や郷土料理等（七草がゆ、柏餅等）を取り入れ、園児
にとって身近な給食からそれらの意味を知らせ、食文化への興味を高める取組を行った。また、給食だよ
りに、その月の献立と関連する伝統行事等についても掲載し、家庭における食育の推進につなげた。

引き続き、保育士、調理員、栄養士が連携
し、行事食を通じて食文化への関心と理解を
深めていく必要がある。

保育こども園課

・認定こども園給食における和食や郷土料理等の
導入の促進
・認定こども園等における郷土料理づくり等の推進

実績値
給食だより等を用いた情報提供

学校教育課

・小学校、中学校の給食における和食や郷土料理
等の導入の促進
・農業生産者等による総合的な学習による食育活
動の実施 実績値

「だしで味わう和食の日」企画パンフレットの配付

食農教育の一環として郷土食や地域の伝統・手作
りの味を伝承する。

・JAはだの女性部により、幼稚園・こども園の保護者が地域の伝統料理を知る機会や農作物を使い、手
作りの温かさや優しさ、おいしさを伝承するふるさと料理教室を２年ぶりに実施した。【実績】市立こども園
１回　　市立幼稚園１回

・小学校では、献立に地場産物を使用し、行事食の機会を取り入れ、季節感を味わうことで、食への意識
が高まった。献立のレシピを学校と家庭で共有できると、食べものへの興味関心が広がった。

・伝統的な郷土料理に加え、秦野の特産物を使ったオリジナル料理コンテストの応募があった。秦野の
文化継承を知る機会となっている。名産の伝統野菜落花生、そば粉、新たな名産品青パパイヤを活用し
た献立が入賞し、市のHPや広報はだのなどでレシピ集として紹介された。

関係諸機関との連携を図りながら、地域との
協力のもと、秦野の子どもたちと食に関する
取組について引き続き、工夫していく。

小、中学校の給食における郷土料理等の導入の
促進

11月24日の「和食の日」に合わせ、地場産物使用した郷土料理を献立に取り入れるなど、児童生徒に身
近な給食からその意義を知らせ、食文化への興味を高めるよう取り組んだ。
また、献立表への記載や校内放送により周知することで、食育活動を行った。

一般社団法人和食文化国民会議が例年11
月24日「和食の日」を中心に実施する「だし
で味わう和食の日」企画に賛同し、和食の献
立を取り入れていく。

課題及び今後の対策（方向性）令和５年度実施状況及び評価

(

3

)

食
の
伝
統
技
術
や
文
化
の
継
承

事業目標

・地元に伝わる料理を学ぶ「ふるさと料理教室」に
よる郷土料理や和食等の食文化継承の促進

県人会組織の充実を図り、市民や各県人会との交
流を促進していく。⑧

地
域
に
お
け
る
郷
土
料
理

、
和
食
等
の
食
文
化
継
承
の
促
進

食育に関心がある人の割合

基本
施策

⑦
給
食
に
お
け
る
和
食
や
郷
土
料
理
等
の
導
入
の
促
進



第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査票

基本目標３　自然の恵みに感謝し、活力あるくらしをみんなでつくります～食でつなぐまちづくり～

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

認定こども園 7.1% 10% 8.3% ― 17.9% （保育こども園課）

小学校 37.2% 50% 30.2% ― 23.6% （学校教育課）

中学校 - 50% 37.7% ― 52.7% （学校教育課）

75.8% 80% ― 83.0% ― （農業振興課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 12件 12件 12件 12件 12件

実績値 7件 5件 7件

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 33% - 40%

実績値
小学校：30.2％
中学校：37.7％

-
小学校：23.6％
中学校：52.7％

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 51 52 52

実績値 50 50 49

事業目標
令和５年度実施状況及び評価 課題及び今後の対策（方向性） 担当課

主な内容

給食における地場農産物の活用を図るため、学校
給食関係者と生産者との交流を促進する。

新型コロナウイルスの拡大により中止していた「そら豆のさや剥き体験」や「とうもろこしの皮むき体験」
を、小学校において実施した。
中学校給食では、秦野市農業協同組合と教育委員会で打ち合わせを行い、地場野菜の使用時期等の
意見交換を行った。

生産者との交流の機会の増加、新たな地場
農産物の取入れなどを検討していく。

学校教育課
農業振興課

・小学校、中学校の給食における地場農産物の活
用促進
・学校給食関係者と生産者との交流の促進

実績値

学校給食における地場産物を使用する割合

秦野優良農産物等登録認証制度の啓発等を通じ、
安全で安心な秦野産農産物等の生産振興・消費拡
大を図る。令和7年度までに優良農産物登録認証
件数12件を目標に、生産者に対し制度の理解促進
を図る。

・環境にやさしい方法で栽培された、安全で安心・高品質な秦野産の農産物や農産加工品（以下、「農産
物等」）を秦野市が設置した審査機関（地産地消推進部会）で審査・認証し、その農作物等の『よさ』を消
費者の皆さんに分かりやすくＰＲするため、秦野優良農産物等登録認証制度を実施した。
・キウイフルーツの更新審査、葉ニンニク、豚肉の新規審査を行い、認証をした。
・安全で安心・高品質な秦野産農作物であることを消費者に分かりやすく伝えるため、認証シールデザイ
ンを変更した。
・生産者に対し制度の理解促進を図るとともに、安全で安心な秦野産農作物等の生産振興・消費拡大を
図る。

【課題】
秦野優良農産物等認証制度の普及

【対策】
新たな認証農産物の検討
認証制度について生産者の協力を得ながら
消費者へPRを図る。

農業振興課

安全、安心の品質を保持した市内農産物を認定す
る制度に登録し、マークを食品に表示することで安
全、安心をわかりやすく提供します。

実績値
優良農産物登録認証件数

はだの産農産物応援サポーターの増加に努める。 １　「はだの産農産物応援サポーター」協力店　49事業所
２　市民農園の設置状況
３　「農」の担い手育成支援事業（はだの市民農業塾）の修了者数
（１）新規就農コース　　　　　　　５名
（２）基礎セミナーコース　　　　１４名
（３）農産加工セミナーコース　１１名

【課題】
はだの産農産物応援サポーターが地産地消
に協力していることの認知度が低い。

【対策】
今後もはだの産農産物応援サポーターの存
在をＰＲする看板等を作成する。

農業振興課

・はだの産農産物応援サポーター制度の実施（事
業所、個人）
・市民農園の利用促進
・「農」の担い手育成支援 実績値

はだの産農産物応援サポーター店登録数

基本
施策

評価指標

給食食材における秦野産野菜の
使用割合

地場産物を積極的に購入したいと思っている人の割合

①
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第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査票

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

34,836ｔ 33,600ｔ 33,859ｔ 33,213ｔ 32,173ｔ （環境資源対策課）

小学校 2.2% 2.2% 2.3% 1.8% 1.9% （学校教育課）

中学校 - 2.2% 9.8% 15.2% 14.2% （学校教育課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 パネル設置：13ヶ所 パネル設置：13ヶ所 パネル設置：13ヶ所 パネル設置：13ヶ所 パネル設置：13ヶ所

実績値 パネル設置：13ヶ所 パネル設置：13ヶ所 パネル設置：13ヶ所

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人

実績値 3,319人 4,782人 5,578人

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 12件 12件 12件 12件 12件

実績値 7件 5件 7件

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値

実績値

・作物の栽培、収穫を通して自然の恵みや収穫の
喜びを体験し、食への関心や食べる意欲を高め
る。

・豊かな心を育むため、各園、校において農作別の
栽培、収穫などの体験活動の充実を図る。

保育こども園課
教育指導課

・食べ物を大切にする心を育み、給食等の食べ残
しを削減する取組の実施

実績値

課題及び今後の対策（方向性）

秦野優良農産物等登録認証制度の啓発等を通じ、
安全で安心な秦野産農産物等の生産振興・消費拡
大を図る。令和7年度までに優良農産物登録認証
件数12件を目標に、生産者に対し制度の理解促進
を図る。

・環境にやさしい方法で栽培された、安全で安心・高品質な秦野産の農産物や農産加工品（以下、「農産
物等」）を秦野市が設置した審査機関（地産地消推進部会）で審査・認証し、その農作物等の『よさ』を消
費者の皆さんに分かりやすくＰＲするため、秦野優良農産物等登録認証制度を実施した。
・キウイフルーツの更新審査、葉ニンニク、豚肉の新規審査を行い、認証をした。
・安全で安心・高品質な秦野産農作物であることを消費者に分かりやすく伝えるため、認証シールデザイ
ンを変更した。
・生産者に対し制度の理解促進を図るとともに、安全で安心な秦野産農作物等の生産振興・消費拡大を
図る。

【課題】
秦野優良農産物等認証制度の普及

【対策】
新たな認証農産物の検討
認証制度について生産者の協力を得ながら
消費者へPRを図る。

農業振興課

・ＧＡＰ（農業生産工程管理）による環境にやさしい
農業の推進
・安全、安心の品質を保持した市内農産物を認定
する制度に登録し、マークを食品に表示することで
安全、安心をわかりやすく提供する

実績値
優良農産物登録認証件数

評価指標の達成に向け、様々な場で啓発活動を実
施し、家庭でのごみ排出量減量を図る。
ごみの減量について、各家庭に一層の周知啓発を
行うため、従来のイベント啓発、出前講座に加え
て、公民館などの公共施設に常設のパネルを設置
し、継続してごみの現状と減量目標を分かりやすく
掲示する。

・可燃ごみの約3割を占める生ごみの排出抑制を図るため、生ごみ処理機購入費補助制度を実施してい
る（電動・非電動・ディスポーザー）。
　令和５年度生ごみ処理機購入費補助件数：216台（電動：161台、非電動：48台、ディスポーザー：7台）

・市内の自治会等を対象に出前講座を開催した。（8回延べ194名）

ごみの排出量は、さまざまな減量、資源化施策により、順調に減量が進んでいる。

さらなる可燃ごみの減量には、水切りの徹
底、食品ロスなど各家庭の協力が不可欠で
あるため、今後も引き続き啓発活動を進めな
がら、プラスチック一括回収の令和7年度実
施に向けた取組を行うことでごみの減量・資
源化を図る。
なお、生ごみ処理機購入費補助制度の見直
しを行い、令和6年度から補助対象及び金額
を変更した。

環境資源対策課

・食べ残しなどの無駄を減らし、廃棄の少ない食事
作りなど、家庭でできる食品ロス削減の啓発
・飲食店における適正注文、持ち帰りなどによる、
食べ残しを減らすための取組の実施
・「もったいない」の意識の浸透を図るため、食品ロ
スの現状や削減に向けた情報発信

実績値
ごみの現状と減量目標を分かりやすく周知するため、公共施設に常設パネルを設置する

　・「名水の里　秦野」の恵まれた自然環境につい
て知り、名水の歴史や名水を育む山やみどりの保
全、名水を活かした名産品の体験を通して、心身
の健康を育む。

・名水の里である秦野市の水道や水や歴史につい
て、次世代を担うこどもたちに水道事業の啓発を行
う。

・はだのエコスクール
　環境共生課、くずはの家、経営総務課、水道施設課、環境資源対策課、農業振興課、観光振興課、え
のきの会、ﾈｲﾁｬｰｳｫｯﾁﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ、NPO法人野生動物救護の会、神奈川県立生命の星・地球博物館、(株)
島津製作所、㈱不二家秦野工場、秦野ガス㈱、東海大学実施分
　実施回数　114回　　延べ参加者数　5,578人
・秦野名水さんぽ、秦野名水フェスティバル等
　開催回数　5回　　延べ参加者数　1,006人

・市内小学校に対してエコスクール等を開催し、次世代を担う子どもたちに上下水道事業の啓発及び興
味を抱く機会を提供することができた。
　・開催回数　5回（エコスクール、施設見学会）
　・開催校数　4校
　・参加者数　442人
・市内13小学校のうち4校からエコスクール等の開催依頼を受け、多くの子どもたちに上下水道事業のこ
とを知る機会を提供することができ、水道水のきき水体験や水道創設期の陶管に触れるなど、小学生に
とって貴重な体験となっている。
　また、ソフトバンク株式会社と連携することで、人型ロボット「pepper」を活用した授業を行い子どもたち
に関心をもってもらう機会を提供している。

・体験活動内容のマンネリ化が課題となって
いる。今後は、令和３年度に発足した「秦野
名水名人講」と連携して市民等のニーズを
反映した啓発事業を実施する。

・小学校の開催意向や当日の天候に左右さ
れてしまうが、エコスクール所管課からの案
内通知に加え、上下水道局からの開催案内
や上下水道パンフレットを送付するなど、積
極的なＰＲに努める。

担当課
主な内容

環境共生課
経営総務課

・食を通じて水や環境について考え、これらを大切
にする気持ちを育み行動を広げる取組（「秦野名
水」やその歴史等に触れる機会及び「はだのエコス
クール」などの環境学習）の推進 実績値

はだのエコスクール延べ参加者数（関連事業分）

事業目標
令和５年度実施状況及び評価

可燃ごみ年間排出量

評価指標

学校給食の残食率

基本
施策
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第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査票

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

1,128回 1,130回 548回 476回 649回
（健康づくり課、高齢介護
課、こども政策課）

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 100% 100% 100% 100% 100%

実績値 100% 100% 100%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 ― ― ― ― ―

実績値 2回 2回 2回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 3回 3回 3回 3回 3回

実績値 3回 3回 2回

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 80.0% 80.0% 80.0% 85.0% 85.0%

実績値 75.0% 100.0% 53.3%

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 ― ― ― ― ―

実績値 56人 114人 125人

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 4団体 4団体 5団体 5団体 5団体

実績値 2団体 5団体 5団体

生涯を通じた健康の保持増進のため、手軽に健康
状態や体力等を把握し、その結果に基づくアドバイ
スや未病改善の取組のための情報を受け取れる
機会を提供することで、健康寿命の延伸を目指す。

1　未病改善セミナー
　様々な視点からの未病改善として、県の健康支援プログラムを活用し、提携企業の専門職によるセミ
ナーを実施した。
・実施回数　年２回（口腔、運動）　　・延べ参加人数　１２名

2　健康相談会（再掲）
　生涯を通じた健康の保持増進のため、市内未病センター３か所及び民間の未病センター２か所におい
て、未病改善の基本である「食」「運動」「社会参加」の3つの取組の推進を図った。
・実施回数　年９回　　・延べ参加人数　１２９名

市民が自身の健康状態に合った講座を受講
し、未病改善に取り組めるよう、企業の特性
及び専門性を活かしたテーマ設定や出張未
病センターとして市内公民館など馴染みの
ある施設での開催を行い、新規参加者の獲
得につなげる。

健康づくり課

・「未病センターはだの」における健康相談会等、未
病関連企業との連携によるセミナーの実施

・大学による人材派遣や技術支援、秦野市ＰＴＡ連
絡協議会による事業への参加や広報活動の協力
など、市民、大学、行政が連携した食育活動の実
施 実績値

「みんなの食堂」等団体数

・「みんなの食堂」等の開催を支援することで、ボラ
ンティアの活動の場と機会を確保する。

・「みんなの食堂」等の開催
　開催団体：5団体　開催回数：104回　参加者：2,163人　ボランティア：858人
・ボランティアや食堂立ち上げ希望者に対し、「みんなの食堂」運営団体を紹介し、活動に繋げた。
・「こどもの居場所づくり」を運営するこども食堂のうち、補助金の交付申請のあった3団体に対し、運営費
の一部を補助した。

引き続き「みんなの食堂」等の運営団体を支
援し、ボランティア活動を推進する。
また、新規で食堂を立ち上げる団体を支援
し、運営団体の増加に努める。

こども政策課

・食育の推進に関わるボランティアの活動支援
（「みんなの食堂」等ボランティア）

実績値

実績値
未病改善セミナー　実施回数

学校教育課

食の提供をしているボランティアが衛生管理に注
意し、継続して活動できるよう支援する。

新型コロナウイルス感染症が５類へ移行したことに伴い、食事の提供を再開する動きがみられた。ボラン
ティアが安心して食の提供に取り組めるよう衛生講習会を実施し、支援をした。
・ミニデイサービス　10回　延89人
・いきがい型デイサービス 　4回　延31人
・サロン　1回　延5人

食のボランティアが感染症予防に注意しな
がら、安心して活動できるよう、引き続き講
習会等を実施し、支援に努める。

高齢介護課

・食育の推進に関わるボランティアの活動支援（デ
イサービス等ボランティア）

実績値
管理栄養士のボランティア支援の延参加者数

行政と地域で協働した食育の推進を図り、充実し
た健康づくりのため、食育を担うボランティアの養
成及び育成を行う。

1　食生活改善推進員養成講座
　食育活動を推進するボランティアを養成するため、ライフステージごとの食育や衛生管理等、食生活改
善推進員としての基礎知識を学ぶ講座を実施。
・実施回数　年1回（6日間コース）　　・受講者数　15名（15名修了）

2　食生活改善推進団体育成事業
　地域のニーズに合わせた活動をしていけるよう、団体活動の支援を実施した。定例研修会の講師協力
や、運営委員会における事業の運営や企画等に対する支援を行った。
・実施回数　10回　　延べ参加人数　351名

会員の高齢化や会員数の減少、新規入会
者の低迷により、役員の負担が増えている
ことから、会員を確保する必要がある。団体
が地域に根差した活動ができるよう、支援を
継続していく。

健康づくり課

・食生活改善推進員の養成、育成と活動支援

実績値
食生活改善推進団体養成講座　受講者入会率

学識経験者と連携した会議（運営審議会）等の実施回数

学校等における食に関する指導体制の充実を図
る。

･学校における食に関する指導体制の充実及び食育を担う人材の育成を図るため、栄養教諭を中核とし
た４つのネットワークを構築し、食に関する指導体制を図る。食育担当者会議を年２回実施。
・毎年11月～１月には、学校給食週間を実施している。給食の残量の多さを課題として動画を作成し、減
らすことの意味や大切さを伝えた。また、食育集会や栄養士による講話、給食に携わる方への感謝の寄
せ書き作りなども実施した。
・中学校では、家庭科の授業で郷土料理や行事食の調べ学習を実施。生徒の幼いの頃の食事の思い出
などに触れ、毎日の食事の大切さを伝えた。保健委員会から、献立の栄養素や、給食に地産地消の食
材が使われていることや、行事食について知らせるなど、生徒が食への興味を持てる工夫をした。

令和４年度より、新様式となった「食に関す
る指導の全体計画」については、２２校が栄
養教諭を中心に取り組んでいる。
中学校給食において、食育の啓発は課題と
なっており、小学校６年の経験を、中学校に
つなぎ、発達段階に応じた継続的な取組が
行えるよう位置付けたい。給食や家庭科を
中心とした指導になりがちなため、栄養教諭
等が学校生活全般を通じ食に関する指導を
一体化できるよう、コーディネートできるよう
な体制を確保していく。

学校教育課

・食育担当者会議等の実施
・栄養教諭を中心としたネットワークづくりの推進

実績値
食育担当者会実施

中学校給食の献立・栄養バランスの検討や食育の
推進を図る。

栄養学の学識経験者に御助言いただきながら、献立・栄養バランスの検討や食育の推進を図った。ま
た、市ＰＴＡ連絡協議会の御協力のもと、食育講演会の実施や広報紙等を活用し、栄養バランスの重要
性を伝えるなど食育の推進に努めた。

引き続き、栄養学の学識経験者に御助言い
ただくとともに、市ＰＴＡ連絡協議会や関係機
関と連携し献立・栄養バランスの検討や食
育の推進を図る。
また、中学校給食の残食率について、配膳
やおかわりの方法が学校によって異なり、学
校間でも残食率に差があるのが現状であ
る。食育担当者会で実施している栄養教諭
の中学校訪問等で、配膳状況の確認や先生
方との打ち合わせを通して、各中学校に助
言や情報交換を引き続き行うほか、給食だ
より等を通じて中学生に必要な栄養の基準
量についても発信していく。

事業目標
担当課

主な内容
令和５年度実施状況及び評価 課題及び今後の対策（方向性）
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施策

評価指標

市民主体の食育推進に関わるボランティアの活動回数
（市が把握するボランティア）



第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」取組状況調査票

年度 R3 R4 R5 R6 R7

指標

目標値 12回 12回 12回 12回 12回

実績値 12回 12回 12回

　　　ボンチーヌの目標

計画策定時 目標値 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

①知名度を上げる（ボンチーヌを知っている人の割合） 50.1% 60% 57% 43% 45%

②たくさんの人と会う（ボンチーヌの活動回数） 23回 30回 12回 22回 23回

本市の食育事業の取組みの周知や参加者の募集
のため、適時ホームページを作成、更新し、食育の
情報提供に努める。

食育に関する情報提供や食育事業の参加者の募集及び周知のため、ホームページを作成、更新し、周
知に努めた。市栄養士のおすすめヘルシーレシピを掲載。

ホームページのアクセス件数
毎月19日は食育の日「家族そろって食べようDAY!」　303回/年
市管理栄養士からのおすすめヘルシーレシピ　5,871回/年

多くの方に食育情報を提供できるよう、内容
を整理し、見やすいホームページの掲載をし
ていく。
LINEなどのSNSも活用し、普及啓発に努め
る。

こども家庭支援課

・本市の食育に関するホームページの充実

実績値
食育の日ホームページ掲載数

指標
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第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）指標総括表

施策の方向性 策定時 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値 令和5年度の達成状況 調査方法

3歳児 3.6% 3.6% 3.0% 3.2% 0%に近づける
・目標値未達成
・策定時との比較　↗　　昨年度との比較　↘

3歳6か月児健診問診票

小学生 6.1% 6.3% 7.5% 7.3% 0%に近づける
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↗

中学生 10.7% 10.8% 10.4% 12.6% 0%に近づける
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↘

20～30歳代男性 20.5% - 17.6% - 10％以下
令和5年度の数値なし

（市民Webアンケート調査が隔年で行われるため）
市民Webｱﾝｹｰﾄ調査

男性 男性67.1％ 男性66.7％ 男性66.2％ 男性65.1％ 男性71％
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↘

女性 女性69.0％ 女性67.4％ 女性67.2％ 女性67.3％ 女性72％
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↗

62.8% - 58.5% - 70%
令和5年度の数値なし

（市民Webアンケート調査が隔年で行われるため）
市民Webｱﾝｹｰﾄ調査

（3）食の安全に対する理解の促進 60.0% - 52.3% - 65%
令和5年度の数値なし

（市民Webアンケート調査が隔年で行われるため）
市民Webｱﾝｹｰﾄ調査

（1）食を通じたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの確保 98% 98% 98% 96% 100%に近づける
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↘

食育ｱﾝｹｰﾄ(乳幼児健診）

344区画 121区画 103区画 174区画 375区画
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↗

秦野市都市農業振興計画調査

26.8% 33% 38% 35% 40%
・目標値未達成
・策定時との比較　↗　　昨年度との比較　↘

食育ｱﾝｹｰﾄ(乳幼児健診）

（3）食の伝統技術や文化の継承 66.8% - 70% - 80%
令和5年度の数値なし

（市民Webアンケート調査が隔年で行われるため）
市民Webｱﾝｹｰﾄ調査

こども園 7.1% 8.3% - 17.9% 10%
・目標値達成済
・策定時との比較　↗　　昨年度との比較　↗

小学校 37.2% 30.2% - 23.6% 50%
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　-

中学校 - 37.7% - 52.7% 50%
・目標値達成済（第3次プランの際に新設）
・策定時との比較　↗　　昨年度との比較　-

75.8% - 83.0% - 80%
令和5年度の数値なし

（市民Webアンケート調査が隔年で行われるため）
市民Webｱﾝｹｰﾄ調査

34,836ｔ 33,859ｔ 33,213ｔ 32,173ｔ 33,600ｔ
・目標値達成済
・策定時との比較　↗　　昨年度との比較　↗

秦野市ごみ処理基本計画

小学校 2.2% 2.3% 1.8% 1.9% 2.2%
・目標値達成済
・策定時との比較　↗　　昨年度との比較　↘

中学校 - 9.8% 15.2% 14.2% 2.2%
・目標値未達成（第3次プランの際に新設）
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↗

（3）食育を担う人材の確保・育成・ﾈｯﾄﾜｰｸづく
りの推進

1,128回 548回 476回 649回 1,130回
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↗

活動実績数（食生活改善推進団体、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞ
ｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、子ども食堂）

策定時 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値 令和5年度の達成状況 調査方法

50.1% 57.0% 43.0% 45.0% 60%
・目標値未達成
・策定時との比較　↘　　昨年度との比較　↗

食育ｱﾝｹｰﾄ(乳幼児健診）

23回 12回 22回 23回 30回
・目標値未達成
・策定時との比較　→　　昨年度との比較　↗

活動実績数

　基本目標３：自然の恵みに感謝し、活力あるくらしをみんなでつくります～食でつなぐまちづくり～

②たくさんの人と会う（ボンチーヌの活動回数）

　ボンチーヌの目標

（2）食料生産における環境への配慮

可燃ごみ年間排出量

指標

市民主体の食育推進に関わるボランティアの活動回数

学校給食の残食率

①知名度を上げる（ボンチーヌを知っている人の割合）

（1）地産地消の推進

給食食材における秦野産野菜の
使用割合

地場産物を積極的に購入したいと思っている人の割合

給食調査

給食調査

指標

　基本目標２：食を大切にし、豊かなこころを育みます～共食によるコミュニケーションの推進～

（2）食を通じた健康づくり

食育に関心がある人の割合

（2）食に関する様々な体験の充実

食に関する体験活動に参加したことがある人の割合

1日に1回以上、家族の誰かと食事をするようにしている人の割合

体験型農業の拡充（観光農業など体験型農業の参加区画数）

栄養バランスをそろえた食事をする人の割合
(主食、主菜、副菜をそろえた食事をしている人の割合）

食品を選ぶとき、安全性を意識して購入する人の割合

　基本目標１：楽しく食べて健康なからだを作ります～生涯食育の推進～

体重が適正な人の割合（40-74歳） 特定健診

(１)食習慣の向上 朝食欠食の割合 全国学力学習状況調査

資料３


